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平成22年
11月臨時会
12月定例会

11月臨時会（11/25）・12月定例会（12/₁～16）の主な動き 次回の定例会開会予定
11/25	 本会議（議案上程・採決）、全員協議会	 →４面
12/１～７	 本会議（一般質問・議案上程・採決）	 →２～４面
12/８～13	 各常任委員会（文教・観光厚生・建設・総務）	
12/16	 本会議（委員長報告・採決）	 →４面

２月定例会

２月16日 （水）

「腰越漁港　初船出」（撮影場所：腰越漁港）　　撮影者：原山　正征かまくら好日

鎌
倉
市
営
住
宅
等
の
指
定
管
理
者
の
指
定
等
を
可
決

11
月
臨
時
会
・
12
月
定
例
会
を
開
催

　
11
月
臨
時
会
（
11
月
25
日
開
催
）
で
は
、
市
長
提
出
に
よ
る
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
議
案
等
３
議

案
を
可
決
し
ま
し
た
。
12
月
定
例
会（
12
月
１
日
～
16
日
開
催
）で
は
、18
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
っ

た
ほ
か
、
市
長
提
出
に
よ
る
条
例
関
係
議
案
４
件
、
補
正
予
算
議
案
３
件
、
そ
の
他
の
議
案
と
し
て
鎌
倉

市
営
住
宅
等
の
指
定
管
理
者
の
指
定
等
、
13
件
を
可
決
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
選
任
に
つ

い
て
の
人
事
議
案
３
件
に
同
意
。
ま
た
議
会
議
案
と
し
て
、２
件
の
意
見
書
提
出
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

主な議案等の議決結果 （→　　　　　　　  ）詳細は請願・陳情については２面を
議案については４面をご覧ください

議　　　案　　　等 議決
結果

会　　派　　名 無
所
属

ネ
ッ
ト

共
　
産

鎌  

　
倉

み 

ら 

い

民
　
主

公
　
明

鎌
無
会

新
か
ま
く
ら

民
　
　
主

条
例第49号 鎌倉市職員の給与に関する条例等の一部を

改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

予
算第70号 平成22年度鎌倉市一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

そ
の
他

第56号 不動産の取得について（鎌倉広町緑地用地の
取得） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

第64号 指定管理者の指定について（鎌倉市営住宅等） 可決 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

請
願第₁号「高齢者割引乗車証等購入助成事業」存続についての請願書 採択 ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○

陳
　
情

第29号 梶原子ども会館の建物の有効活用についての陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第31号 平成23年度における重度障害者医療費助成
制度継続についての陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第33号 少人数学級の早期実現を求める意見書の提出
についての陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第34号 子供手当ての地方負担廃止を求める意見書提出
についての陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第38号 名越クリーンセンターの延命化についての陳情 採択 ○ ○ ○ ● ○ ● ○ △

○賛成　△多数賛成　●反対

「かまくら議会だより」の１面に
�掲載する写真を募集しています！

メーンテーマ

かまくら
好　 日

ぽん太

にゃん丸

ひ め

※�会派とは、市政に対して同じ考え方、意見を持つ議員の集団のことをいいます。
本市議会では、代表質問を行ったり議会運営委員会の委員となる、いわゆる議会
運営上の交渉会派は所属議員２人以上としています。

※にゃん丸、ひめ、ぽん太は鎌倉市が推進する３Ｒ（Reduce、Reuse、Recycle）のマスコットキャラクターです。

市内在住・在勤問わずどなたでも応募可能
（ただし個人に限ります）。
応募方法等は議会事務局まで。

●鎌倉市議会事務局　議事調査担当
　電話：0467（23）3000　内線2448

各会派所属議員（○印は代表者、括弧内の表記は略称）
神奈川ネットワーク運動・鎌倉（ネット）
　○三宅　真里、石川　敦子、太田　治代、石川　寿美
日本共産党鎌倉市議会議員団（共　産）
　○吉岡　和江、赤松　正博、小田嶋敏浩、高野　洋一
鎌倉みらい（鎌倉みらい）
　○伊東　正博、前川　綾子、池田　　実、渡邊昌一郎
民主党鎌倉市議会議員団（民　主）
　○早稲田夕季、岡田　和則、飯野　眞毅
公明党鎌倉市議会議員団（公　明）
　○大石　和久、納所　輝次、西岡　幸子
鎌倉無所属の会（鎌無会）
　○髙橋　浩司、安川　健人、長嶋　竜弘
新・かまくら民主の会（新かまくら民主）
　○中村聡一郎、久坂くにえ
無所属　
　　松中　健治、千　　　一、山田　直人、渡辺　　隆、
　　中澤　克之



平成23年２月１日 か ま く ら 議 会 だ よ り 第２１２号　　（２）

【
採
択
し
た
請
願
】

◆
「
高
齢
者
割
引
乗
車
証
等
購
入

助
成
事
業
」
存
続
に
つ
い
て
の
請

願
書

　

請
願
の
要
旨
は
、
七
月
十
日
に

実
施
さ
れ
た
平
成
二
十
二
年
度
鎌

倉
市
事
業
仕
分
け
に
お
い
て
不
要

と
判
定
さ
れ
た
高
齢
者
割
引
乗
車

証
等
購
入
助
成
事
業
を
、
平
成
二

十
三
年
度
予
算
に
従
来
ど
お
り
折

り
込
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
も
の
で

す
。

委
員
会
及
び
本
会
議
の
審
議
結
果

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
多
数
に

よ
り
採
択
し
ま
し
た
。

陳情の
議決結果

【
採
択
し
た
陳
情
】

◆
梶
原
子
ど
も
会
館
の
建
物
の
有

効
活
用
に
つ
い
て
の
陳
情

　

陳
情
の
要
旨
は
、
梶
原
子
ど
も

会
館
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
の
家
の
移
設
に
よ
り
生
じ
る
課

題
を
調
査
分
析
し
、
一
般
市
民
と

の
協
議
を
経
て
決
定
す
べ
き
で
あ

り
、
安
易
な
廃
止
、
売
却
案
に
つ

い
て
は
取
り
消
し
、
建
物
の
有
効

利
用
を
求
め
た
い
と
い
う
も
の
で

す
。

委
員
会
及
び
本
会
議
の
審
議
結
果

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
総
員
に

よ
り
採
択
し
ま
し
た
。

◆
平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
重

度
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
継
続

に
つ
い
て
の
陳
情

　

陳
情
の
要
旨
は
、
平
成
二
十
三

年
度
も
引
き
続
き
、
重
度
障
害
者

医
療
費
助
成
制
度
を
継
続
す
る
こ

と
を
求
め
る
も
の
で
す
。

委
員
会
及
び
本
会
議
の
審
議
結
果

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
総
員
に

よ
り
採
択
し
ま
し
た
。

◆
平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
障

害
児
者
・
透
析
者
を
含
む
移
動
困

難
者
に
対
す
る
通
院
支
援
に
つ
い

て
の
陳
情

　

陳
情
の
要
旨
は
、
平
成
二
十
三

年
度
予
算
策
定
に
際
し
て
、
障
害

児
者
・
透
析
者
を
含
む
移
動
困
難

者
に
対
す
る
通
院
支
援
を
求
め
る

も
の
で
す
。

委
員
会
及
び
本
会
議
の
審
議
結
果

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
多
数
に

よ
り
採
択
し
ま
し
た
。

◆
少
人
数
学
級
の
早
期
実
現
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
の

陳
情

　

陳
情
の
要
旨
は
、
す
べ
て
の
子

供
を
大
切
に
す
る
教
育
を
実
現
す

る
た
め
に
、
小
・
中
学
校
の
す
べ

て
の
学
年
を
三
十
五
人
学
級
と

し
、
さ
ら
に
小
学
校
一
・
二
年
生

を
三
十
人
学
級
と
す
る
計
画
を
早

急
に
実
現
す
る
よ
う
、
国
・
県
に

対
し
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い

と
い
う
も
の
で
す
。

委
員
会
及
び
本
会
議
の
審
議
結
果

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
総
員
に

よ
り
採
択
し
ま
し
た
。

◆
子
供
手
当
て
の
地
方
負
担
廃
止

を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

の
陳
情

　

陳
情
の
要
旨
は
、
子
ど
も
手
当

の
地
方
負
担
廃
止
を
求
め
る
意
見

書
を
政
府
に
提
出
し
て
ほ
し
い
と

い
う
も
の
で
す
。

委
員
会
及
び
本
会
議
の
審
議
結
果

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
総
員
に

よ
り
採
択
し
ま
し
た
。

◆
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
難
視
聴
地
域

へ
の
対
応
を
求
め
る
陳
情

　

陳
情
の
要
旨
は
、
平
成
二
十
三

年
の
テ
レ
ビ
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

へ
の
移
行
に
対
応
す
る
た
め
、
現

在
、
放
送
事
業
者
に
よ
る
電
波
受

信
状
況
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、

笛
田
地
区
で
は
難
視
聴
地
域
に
該

当
す
る
と
し
て
、
有
線
テ
レ
ビ
加

入
料
を
国
が
助
成
し
、
月
々
の
利

用
料
も
廉
価
で
済
む
よ
う
対
応
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
他
の

難
視
聴
地
域
に
お
い
て
も
同
様
の

救
済
策
を
と
る
よ
う
、
市
が
国
及

び
有
線
事
業
者
と
の
仲
立
ち
を
す

る
よ
う
議
会
と
し
て
働
き
か
け
を

し
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
で
す
。

委
員
会
及
び
本
会
議
の
審
議
結
果

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
多
数
に

よ
り
採
択
し
ま
し
た
。

◆
名
越
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
延

命
化
に
つ
い
て
の
陳
情

　

陳
情
の
要
旨
は
、
名
越
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
延
命
化
に
当
た
っ

て
は
、
昭
和
五
十
四
年
十
一
月
十

三
日
に
締
結
し
た
名
越
清
掃
工
場

改
修
工
事
に
伴
う
協
定
書
の
内
容

を
基
本
的
に
遵
守
す
る
と
と
も

に
、
延
命
化
計
画
は
、
ご
み
処
理

行
政
が
「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
か

ま
く
ら
」
の
実
現
に
向
か
う
こ
と

が
大
前
提
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現

在
の
焼
却
量
以
上
の
処
理
が
可
能

な
計
画
は
市
議
会
と
し
て
容
認
し

な
い
よ
う
求
め
る
も
の
で
す
。

委
員
会
及
び
本
会
議
の
審
議
結
果

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
多
数
に

よ
り
採
択
し
ま
し
た
。

【
不
採
択
と
し
た
陳
情
】

◆
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止

に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
陳
情

委
員
会
及
び
本
会
議
の
審
議
結
果

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
少
数
に

よ
り
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

◆
沖
縄
県
に
お
い
て
辺
野
古
米
軍

新
基
地
建
設
の
断
念
を
求
め
る
意

見
書
提
出
に
つ
い
て
の
陳
情

委
員
会
及
び
本
会
議
の
審
議
結
果

委
員
会
で
は
多
数
に
よ
り
採
択
し

ま
し
た
が
、
本
会
議
で
は
少
数
に

よ
り
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　

観
光
行
政
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
な
視
点
か
ら
質
問
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

【
集
客
の
推
進
に
つ
い
て
】

質�

問
…
本
市
の
観
光
に
お
い
て
、

観
光
客
を
集
め
る
将
来
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

部�

長
…
観
光
基
本
計
画
で
は
観
光

客
数
の
目
標
を
現
状
以
上
と
し

て
お
り
、
本
市
の
観
光
で
は
単

に
観
光
客
数
の
増
加
を
目
指
す

の
で
は
な
く
、
現
在
休
日
に
集

中
し
て
い
る
観
光
客
の
平
日
へ

の
分
散
や
、
滞
在
期
間
を
延
ば

す
な
ど
、
観
光
客
の
満
足
度
を

高
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

質�

問
…
滞
在
期
間
を
長
く
す
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
例
え
ば
一
泊

の
観
光
客
を
二
泊
に
す
る
と
い

う
よ
う
な
施
策
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

部�

長
…
具
体
的
な
事
業
と
し
て

は
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
、
夜
の
イ
ベ
ン
ト
や
早

朝
の
市
場
の
開
催
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
が
、
鎌
倉
の
町
に
合
っ

た
事
業
を
観
光
協
会
な
ど
と
協

力
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質�

問
…
鎌
倉
で
は
以
前
か
ら
宿
泊

施
設
が
少
な
い
こ
と
が
課
題
と

さ
れ
て
い
る
が
、
ホ
テ
ル
の
誘

致
は
行
っ
て
い
る
か
。

部�

長
…
宿
泊
客
数
の
増
加
は
観
光

基
本
計
画
の
目
標
に
も
な
っ
て

い
る
が
、
現
在
は
需
要
と
供
給

の
バ
ラ
ン
ス
も
あ
り
、
宿
泊
施

設
は
増
加
し
て
い
な
い
。
宿
泊

施
設
の
誘
致
は
、
本
市
の
ま
ち

づ
く
り
の
将
来
像
、
土
地
の
利

用
状
況
、
宿
泊
の
ニ
ー
ズ
及
び

民
間
投
資
の
動
向
を
含
め
、
総

合
的
に
検
討
す
べ
き
課
題
と
認

識
し
て
い
る
。

質�

問
…
小
町
通
り
の
店
舗
は
、
か

な
り
の
割
合
で
、
鎌
倉
市
外
の

経
営
者
が
多
い
と
聞
い
て
い

一般質問とは、市の一般事務や市が抱える課題等について市
長などにただすもので、
12月定例会では18人の議員が一般質問を行いました。
ここでは広報委員会で抜粋し、事項別に整理した一部の内容
を掲載しています。

一般質問の全文は、２月中旬作成予定の本会議録を図書
館や鎌倉市議会ホームページ内「会議録検索システム」
でご覧ください。

一般
質問

観
光
行
政
に
つ
い
て

「障害児放課後・余暇支援について」「大船観音前マンション問題について」
「消防行政について」
「震災復興計画について」「安全・安心な街づくりについて」
「発達障害はじめ、支援の必要な青少年・子ども達への施策について」「子ども
会館・子どもの家の運営指針について」「行政と市民の協働事業について」
「観光振興について」
「市に寄付をいただいた不動産や美術品などの保全管理、活用の問題点について」
「コンプライアンス（公益通報制度を含む）について」「鎌倉市職員給与について」
「学校図書館について」「事業仕分けについて」
「廃棄物行政について」
「ごみ行政について」
「ごみ問題について」
「観光行政について」
「予定している道路整備と駅のバリアフリー化について」「ゴミ問題について」「福祉
や子供についての予算を一斉に何パーセント削減というなかに入れて減らさないでほ
しい。」
「指定管理者制度について」「ごみの問題について」
「鎌倉のまちづくりについて」
「就学支援について」
「地域経済振興について」◦住宅リフォーム助成制度について◦公契約条例などにつ
いて
「ゴミ行政について」

早稲田夕季……
納所　輝次……
中澤　克之……
石川　敦子……

渡辺　　隆……
髙橋　浩司……
岡田　和則……
山田　直人……
飯野　眞毅……
三宅　真里……
吉岡　和江……
渡邊昌一郎……
千　　　一……

安川　健人……
石川　寿美……
西岡　幸子……
小田嶋敏浩……

大石　和久……

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

※
印
の
用
語
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

溶
融
固
化
処
理

　

焼
却
灰
を
千
二
百
度
以
上
の

高
温
条
件
に
お
い
て
溶
岩
状
に

加
熱
・
溶
融
（
固
体
が
液
状
に

な
る
こ
と
）
さ
せ
た
後
、
冷
却

し
、
固
め
る
処
理
を
い
う
。

　

処
理
過
程
に
お
い
て
、
有
機

物
は
熱
分
解
し
、
ガ
ス
化
、
燃

焼
す
る
。
一
方
、
無
機
物
は
溶

岩
状
の
残
さ
と
な
り
、
こ
れ
を

冷
却
し
、
固
め
た
も
の
（
ス
ラ

グ
）
は
、
石
に
近
い
性
状
で
道

路
の
路
盤
材
な
ど
に
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

鎌
倉
市
で
は
、
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
で
発
生
す
る
焼
却
灰
の

全
量
を
溶
融
固
化
処
理
し
て
お

り
、
埋
め
立
て
に
よ
る
最
終
処

分
量
は
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
る
。

用
語
の
解
説

請願の
議決結果

る
。
観
光
関
連
の
企
業
誘
致
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

部�

長
…
鎌
倉
に
は
、
他
都
市
に
な

い
貴
重
な
観
光
資
源
の
上
に
成

り
立
つ
関
連
産
業
で
あ
る
商

店
、
飲
食
・
宿
泊
業
、
サ
ー
ビ

ス
業
が
あ
り
、
今
後
も
鎌
倉
の

主
要
な
産
業
と
し
て
引
き
継
が

れ
て
い
く
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
誘
致
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉

の
風
土
に
根
差
し
た
鎌
倉
ら
し

い
企
業
を
誘
致
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
商
工
会
議
所
や
観

光
協
会
と
も
協
議
し
て
研
究
し

て
い
き
た
い
。

【
観
光
振
興
・
財
源
の
確
保
】

質�

問
…
国
で
は
観
光
庁
が
発
足

し
、
神
奈
川
県
で
は
観
光
振
興

条
例
を
制
定
す
る
な
ど
の
動
き

が
あ
る
。
ま
た
、
観
光
基
本
条

例
を
制
定
し
て
い
る
市
も
あ

る
。
そ
う
い
う
中
で
鎌
倉
市
と

し
て
も
条
例
を
制
定
し
て
も
お

か
し
く
な
い
状
況
だ
と
思
う
。

部�

長
…
観
光

に
関
連
す

る
事
業

を
、
一
つ

の
視
点
で

と
ら
え
て
い
く
と
い
う
意
味
で

の
ル
ー
ル
作
り
は
必
要
な
こ
と

だ
と
思
う
。
た
だ
、
国
・
県
が

作
っ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
の
で
、
よ
り
具
体
的
な
実

現
で
き
る
ル
ー
ル
を
考
え
て
い

く
べ
き
だ
。
当
然
、
市
民
・
事

業
者
・
関
係
団
体
に
か
か
わ
る

こ
と
な
の
で
、
十
分
な
調
整
が

必
要
で
あ
り
、
今
後
研
究
し
て

い
き
た
い
。

質�

問
…
市
長
が
掲
げ
る
行
革
元
年

で
は
、
財
源
の
確
保
が
重
要
な

テ
ー
マ
に
な
る
が
、
簡
単
に
大

き
な
財
源
が
見
つ
か
る
と
は
思

え
な
い
の
で
、
鎌
倉
の
、
ま
ち

づ
く
り
に
資
す
る
観
光
振
興
を

行
い
、
財
源
を
つ
く
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
に
、
恐
ら
く
行
き

着
く
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

将
来
に
向
け
て
財
源
を
確
保
し

て
い
く
こ
と
に
明
確
に
結
び
付

け
る
の
で
あ
れ
ば
市
民
の
理
解

も
得
ら
れ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

市�

長
…
年
間
千
八
百
万
人
の
方
々

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
鎌
倉
と
い
う

観
光
地
で
、
本
市
の
人
口
十
七

万
四
千
人
の
税
収
で
さ
ま
ざ
ま

な
観
光
対
策
を
行
う
こ
と
は
大

変
厳
し
い
と
思
っ
て
い
る
。
財

源
確
保
に
主
眼
を
置
く
こ
と
の

認
識
は
一
致
し
て
い
る
。
な
か

な
か
難
し
い
課
題
で
あ
り
、
市

民
・
事
業
者
の
方
々
の
理
解
・

協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
同
じ

方
向
を
向
い
て
課
題
を
乗
り
越

え
て
い
く
べ
く
、
条
例
な
ど
も

含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

�

（
経
営
企
画
部
・
市
民
経
済
部
）
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ご
み
行
政
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
な
視
点
か
ら
質
問
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
】

質�

問
…
本
市
で
行
っ
て
い
る
植
木

剪
定
材
堆
肥
化
業
務
委
託
に
つ

い
て
、
契
約
形
態
が
随
意
契
約

と
な
っ
て
い
る
理
由
は
何
か
。

部�

長
…
年
間
一
万
ト
ン
を
超
え
て

排
出
さ
れ
る
植
木
剪
定
材
を
、

確
実
に
処
理
で
き
る
事
業
者
が

一
社
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
。他
の
事
業
者
に
つ
い
て
も
、

神
奈
川
県
の
県
土
整
備
局
に
登

録
さ
れ
て
い
る
中
か
ら
十
五
社

に
聞
き
取
り
な
ど
の
調
査
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
も
継
続
し

て
い
く
。

質�

問
…
他
市
に
比
べ
、
本
市
の
植

木
剪
定
材
の
処
理
量
は
多
い
と

の
指
摘
が
あ
る
。
産
業
廃
棄
物

は
市
で
は
処
分
で
き
な
い
が
、

排
出
量
中
、
約
十
一
％
を
占
め

る
建
設
・
土
木
業
の
搬
入
物
に

つ
い
て
調
査
は
行
っ
て
い
る
か
。

部�

長
…
建
設
廃
材
と
思
わ
れ
る
木

材
や
、
造
成
工
事
に
際
し
排
出

さ
れ
る
樹
木
に
つ
い
て
は
受
け

入
れ
て
い
な
い
。
事
業
者
は
搬

入
の
際
、
届
出
書
を
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
内
容
が

疑
わ
し
い
場
合
、
排
出
元
に
対

し
追
跡
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

質�

問
…
焼
却
灰
の
※
溶
融
固
化
処

理
に
よ
り
生
成
さ
れ
た
ス
ラ
グ

は
使
い
道
が
難
し
い
と
思
う
が

い
か
が
か
。

部�

長
…
現
在
、
名
越
・
今
泉
両
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
発
生
す

る
焼
却
灰
は
県
外
の
三
事
業
者

に
溶
融
固
化
処
理
を
委
託
し
て

お
り
、
生
成
さ
れ
た
ス
ラ
グ
は

売
却
さ
れ
、
道
路
の
路
盤
材
等

に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
毎
年
度

行
っ
て
い
る
委
託
先
等
の
現
地

確
認
及
び
事
業
者
か
ら
の
報
告

書
を
通
じ
、
需
要
と
供
給
の
安

定
性
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て

い
る
。

質�

問
…
灰
溶
融
は
高
温
で
処
理
を

行
う
こ
と
か
ら
大
量
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
消
費
す
る
。
今
後
も
同

様
の
処
理
を
続
け
て
い
く
の
か
。

部�
長
…
本
市
に
は
焼
却
灰
の
埋
め

立
て
が
で
き
る
最
終
処
分
場
が

な
い
た
め
、
焼
却
を
続
け
る
限

り
、
何
ら
か
の
方
法
で
焼
却
灰

の
処
理
を
続
け
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
は
燃
や
す

ご
み
の
削
減
に
取
り
組
み
、
溶

融
固
化
に
替
わ
る
手
法
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
山
崎
浄
化
セ
ン
タ
ー
バ
イ
オ
マ

ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
施
設
に
か
わ

る
代
替
案
に
つ
い
て
】

質�

問
…
代
替
案
の
中
で
、
家
庭
用

生
ご
み
処
理
機
の
普
及
に
よ

り
、
千
八
百
ト
ン
の
生
ご
み
削

減
を
見
込
ん
で
い
る
が
、
そ
の

根
拠
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

部�

長
…
今
回
、
無
作
為
抽
出
で
二

千
世
帯
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
、
千
七
十
世
帯
か
ら
回
答
を

い
た
だ
い
た
。
そ
の
結
果
、
生

ご
み
処
理
機
や
本
市
の
補
助
金

制
度
に
つ
い
て
ご
存
知
で
な
い

方
も
多
く
い
る
こ
と
が
わ
か

り
、
そ
う
い
っ
た
潜
在
的
に
普

及
可
能
な
数
値
を
見
込
ん
で
い

る
。

質�

問
…
生
ご
み
処
理
機
の
普
及
に

つ
い
て
は
二
十
％
が
限
度
と
き

い
て
い
る
。
今
回
二
十
九
％
ま

で
使
用
し
て
も
ら
う
と
い
う
予

想
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
整
合

性
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

部�

長
…
二
十
％
程
度
と
い
う
の

は
、
業
界
で
も
こ
れ
ま
で
言
わ

れ
て
き
た
数
字
だ
が
、
必
ず
し

も
根
拠
が
あ
る
も
の
で
は
な
い

と
考
え
る
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー

ト
は
処
理
機
を
使
用
し
て
い
な

い
方
も
含
め
た
初
め
て
の
も
の

で
あ
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え

た
普
及
目
標
で
あ
る
。

質�
問
…
ご
み
半
減
計
画
達
成
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
た
平
成
十
三

　

就
学
支
援
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
な
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
高
校
生
の
就
学
支
援
】

質�

問
…
本
市
で
は
、
十
月
よ
り
就

学
援
助
金
支
給
要
綱
を
施
行

し
、
高
等
学
校
へ
の
就
学
が
困

難
な
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、

学
用
品
・
教
科
書
代
と
し
て
、

年
一
回
三
万
円
を
支
給
す
る
こ

と
と
し
た
。
今
回
は
わ
ず
か
一

カ
月
間
と
い
う
短
期
間
で
募
集

が
行
わ
れ
た
が
、
周
知
方
法
と

応
募
状
況
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

部�

長
…
「
広
報
か
ま
く
ら
」、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
各
支
所
で
の
周
知

は
も
と
よ
り
、
昨
年
度
受
給
者

等
へ
の
個
別
周
知
や
市
立
中

学
、
県
内
高
校
へ
の
周
知
を
行

い
、
十
月
十
八
日
か
ら
受
け
付

け
を
開
始
し
、
二
百
七
十
七
人

か
ら
申
請
を
受
け
た
。

質�

問
…
就
学
援
助
金
給
付
対
象
者

は
ど
の
よ
う
に
選
考
す
る
の

か
。
ま
た
、
い
つ
給
付
さ
れ
る

の
か
。

部�
長
…
家
族
の
前
年
度
所
得
額

が
、
生
活
保
護
の
基
準
と
な
る

年
間
世
帯
需
要
額
の
一
・
二
倍

以
内
で
あ
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
遅
く
と
も
一
月
中
に
は
給

付
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

い
く
。

質�

問
…
予
算
化
さ
れ
て
い
る
二
百

人
、
六
百
万
円
を
超
え
た
場
合

は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

部�

長
…
対
象
者
全
員
に
給
付
で
き

る
よ
う
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

質�

問
…
来
年
度
以
降
、
本
制
度
の

継
続
を
考
え
て
い
る
の
か
。
ま

た
来
年
度
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

聞
き
た
い
。

部�

長
…
社
会
情
勢
が
好
転
し
て
い

る
と
は
言
え
ず
、
本
制
度
の
継

続
は
今
後
と
も
必
要
と
考
え
て

い
る
。
来
年
度
は
、
予
算
が
可

決
さ
れ
た
ら
、
速
や
か
に
広
報

を
行
い
、
四
月
か
ら
六
月
く
ら

い
の
間
に
申
請
を
受
け
付
け
、

七
月
後
半
に
は
給
付
で
き
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

【
高
校
卒
業
後
の
就
学
支
援
】

質�

問
…
高
校
卒
業
後
の
就
学
支
援

策
で
あ
る
日
本
学
生
支
援
機

構
、
民
間
育
英
団
体
な
ど
の
奨

学
金
制
度
や
、
学
校
独
自
の
制

度
な
ど
の
支
援
策
に
つ
い
て
、

高
校
生
の
就
学
援
助
金
対
象
者

に
、
二
年
生
初
め
の
段
階
で
周

知
で
き
な
い
か
。

　

�　
ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
本

市
の
就
学
支
援
と
し
て
小・中
・

高
生
支
援
も
リ
ン
ク
し
て
見
ら

れ
る
と
、
市
民
の
安
心
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

部�

長
…
ご
提
案
の
内
容
は
工
夫

し
、
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

【
青
少
年
全
体
の
就
学
支
援
】

質�

問
…
経
済
的
理
由
か
ら
就
学
を

あ
き
ら
め
、
高
校
を
中
途
退
学

し
た
生
徒
が
復
学
を
希
望
し
た

場
合
、
ど
ん
な
支
援
が
行
わ
れ

て
い
る
の
か
。

部�

長
…
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
の

高
校
教
育
企
画
課
が
相
談
窓
口

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
在
学

し
た
学
校
の
ほ
か
、
出
身
中
学

校
が
支
援
す
る
場
合
も
あ
る
。

質�

問
…
世
話
に
な
っ
た
中
学
の
教

師
に
相
談
す
る
と
い
う
例
を
何

度
か
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
教

師
を
育
成
す
る
こ
と
が
最
高
の

就
学
支
援
に
な
る
と
考
え
る

が
、
教
育
長
の
見
解
を
聞
き
た

い
。

教�

育
長
…
教
師
と
い
う
の
は
子
供

た
ち
に
と
っ
て
最
大
の
教
育
環

境
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
頼

れ
る
教
師
の
育
成
を
目
指
し

て
、
教
育
委
員
会
と
し
て
も
努

力
を
惜
し
ま
ず
進
め
て
い
き
た

い
。

�

（
教
育
総
務
部
）

ご
み
行
政
に
つ
い
て

鎌倉市議会からのお知らせ
◆かまくら議会だより　音声版・点訳版のご案内
　�「かまくら議会だより」は、鎌倉朗読・録音奉仕会と鎌倉市点訳赤十字奉仕団のご協力により、
音声版（収録テープ）と点訳版を作成しています。ご希望の方は議会事務局 議事調査担当まで
お問い合わせください。

◆請願・陳情の出し方
　�市民の皆さんの意見・要望を、市議会を通して行政に反映させる制度として請願と陳情がありま
す。提出に当たっては、所定の様式があるため、事前に議会事務局議事調査担当までお問い合わ
せください。

請願と陳情の違い…�請願は１人以上の紹介議員の署
名が必要ですが、陳情は不要で
す。

提出の締め切り…�提出はいつでも可能ですが、定
例会初日の前日までに提出され
た場合はその定例会で審査、期
限を過ぎての提出の場合は次回
定例会での審査となります。

●問い合わせ先　鎌倉市議会事務局　議事調査担当　電話：0467-23-3000　内線2448　ＦＡＸ：0467-23-5825

鎌倉市議会事務局
議事調査担当

電　話：0467-23-3000　内線2448
ＦＡＸ：0467-23-5825
メール：�gikai02@city.kamakura.

kanagawa.jp

　議会は、地方自治法第99条の規定に基づき、地方公共団体の公益に関するこ
とについて、意見書を国会または関係行政庁に提出することができます。今定
例会では次の意見書を可決し、鎌倉市議会として関係機関に送付しました。

年
か
ら
十
五
年
ご
ろ
、
や
は
り

処
理
機
の
普
及
に
向
け
、
諸
施

策
を
行
っ
て
い
た
も
の
の
、
普

及
台
数
は
一
万
二
千
台
程
度
で

推
移
し
て
い
る
。
こ
れ
が
限
界

で
は
な
い
の
か
。

部�

長
…
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
今
回
、

生
ご
み
処
理
機
や
本
市
の
補
助

金
制
度
を
知
ら
な
い
方
が
い
る

と
い
う
結
果
が
明
ら
か
に
な
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
反
省
せ

ざ
る
を
え
な
い
。

　

�　
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、

近
年
進
歩
し
て
き
て
い
る
生
ご

み
処
理
機
に
実
際
に
触
れ
て
も

ら
う
機
会
を
増
や
す
と
と
も

に
、
市
内
販
売
店
と
連
携
し
た

普
及
を
行
う
な
ど
、
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
し
た
形
で
の
取
り
組

み
を
計
画
し
て
い
る
。

�

（
環
境
部
）

就
学
支
援
に
つ
い
て

　文部科学省は、本年８月、成長の原動力としての未来への投資である「強い人材」の育
成を目指すためには、新学習指導要領の円滑な実施や教員が子供と向き合う時間の確保に
よる質の高い教育の実現が急務であるとして、少人数学級の実現などを掲げた新・公立義
務教育諸学校教職員定数改善計画（案）を発表した。
　この計画案は、40人学級を見直し、少人数学級の推進等を主な内容として、平成23年度
の実施対象を小学校第１・２学年とし、以後毎年対象学年を引き上げながら、平成26年度
からは中学校もあわせて実施し、平成28年度に中学校第３学年まで完了する計画であり、
さらに、平成29年度に小学校第１学年で、また平成30年度に第２学年で30人学級を実施さ
せることにあわせ、教職員配置の充実も図っていこうとするものである。
　本市では、国に先がけ35人学級を小学校第１・２学年で実施しており、教員が子供一人
ひとりに対してきめ細やかな、個に応じた指導を行うことにより、子供たちがみずから積
極的に学び、豊かな人間性をはぐくむ機会を確保している。これは、困難を抱える子供に
日々寄り添う保護者や学校関係者にとって大きな喜びであり、さらに多くの学級の現状を
改善し、子供一人ひとりが大切にされる教育を進めるために、この計画案が早急に実現さ
れることが望まれる。
　よって、国及び神奈川県におかれては、教育を強い人材を育成するための先行投資とと
らえ、昨今の厳しい財政状況においても、必要な財源を確保し、計画案にある30人学級を
早急に実現するよう強く要望するものである。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　　平成22年12月16日
� 鎌　　倉　　市　　議　　会

少人数学級の早期実現を求めることに関する意見書

　政府は、平成22年度に創設した子ども手当について、中学校卒業までの子供１人当たり
月１万３千円とし、当初予算案において給付総額２兆2,554億円としたが、その財源には、
暫定措置として地方負担約6,100億円を盛り込んだところである。
　現在政府は、本年４月に施行された平成22年度における子ども手当の支給に関する法律
に基づき、子ども手当受給者のうち、児童手当受給資格者分の児童手当相当額については、
児童手当法の費用負担を引き続き適用するものとの規定により、本年度の財源確保のため、
地方自治体及び事業主に、法に基づく費用負担を継続させている。
　これにより、本市における負担額は、本年度の子ども手当支給の総支給見込み額約26億
7,400万円のうち、約１億8,200万円となる見込みである。
　こうした中、地方６団体では本年８月に子ども手当の全額国費負担を求める声明を出し
たほか、本市においても、本年11月に2011年度予算関連要望の中で、子ども手当の全額国
費負担等について政府に要望しているところである。
　子育て支援においては、それぞれの地域の実情に応じた形で地方自治体の創意工夫によ
り地方が担っているが、子ども手当のような全国一律の現金給付については国が担当し、
全額を負担すべきである。
　よって、政府におかれては、地方自治体の実情を踏まえ、平成23年度の予算編成に当たっ
ては地方負担を廃止し、現政権が掲げた政策を守る努力をするとともに、全額国庫負担と
するよう強く要望する。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　　平成22年12月16日
� 鎌　　倉　　市　　議　　会

子ども手当の財源の地方負担廃止を求めることに関する意見書
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古紙配合率100％再生紙を使用しています

●➡議会だより、議会ホームページに関するご意見はこちらへ　〒248-8686（住所は省略できます）議会広報委員会　Ｅ-mail:gikai02@city.kamakura.kanagawa.jp

　鎌倉市議会では、本会議のインターネッ
ト中継に引き続き、平成22年９月定例会か
ら、各常任委員会等についても中継を行っ
ています（録画映像も見ることができます）。
　本会議や実質
的な審査の場で
ある各常任委員
会等を是非ご覧
ください。

　
二
〇
一
一（
平
成
二
十
三
）年
、

初
め
て
の
議
会
だ
よ
り
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。
今
年
は「
う
さ
ぎ
」

年
、
飛
躍
の
年
で
す
。

　
松
尾
市
長
も
年
頭
の
挨
拶
で
今

年
の
目
標
と
し
て
「
挑
戦
す
る
市

役
所
、挑
戦
す
る
人
を
支
援・応
援

す
る
行
政
」を
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

市
民
の
方
一
人
一
人
が
、
自
分
ら

し
い
希
望
に
向
け
て
挑
戦
し
て
い

る
町
は
、
活
気
に
溢
れ
た
魅
力
あ

る
町
に
な
る
は
ず
で
す
。

　
都
市
計
画
の
先
駆
者
・
後
藤
新

平
氏
は「
市
民
一
人
一
人
が
市
長
」

「
自
治
は
市
民
の
中
に
あ
っ
て
、

決
し
て
よ
そ
に
は
な
い
」
と
い
う

言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
、地
域
が
主
役
の
時
代
で
す
。  

　
鎌
倉
市
議
会
で
は
議
会
の
「
見

え
る
化
」
へ
の
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
、
本
会
議
に
加
え
て
委
員

会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
昨

年
か
ら
始
め
ま
し
た
。
主
役
で
あ

る
市
民
の
皆
様
に「
読
み
や
す
く
、

わ
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
」
を

今
後
も
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
安
川　
健
人
）

議
会
広
報
委
員
会

　
委
員
長
　
中
村
聡
一
郎

　
副
委
員
長
　
渡
邊
昌
一
郎

　
委
　
　
員
　
安
川
　
健
人

　
委
　
　
員
　
西
岡
　
幸
子

　
委
　
　
員
　
飯
野
　
眞
毅

　
委
　
　
員
　
太
田
　
治
代

　
委
　
　
員
　
高
野
　
洋
一

中継ページは、市議会ホームページから！
　本会議・委員会の中継は、市議会ホー
ムページ内、「会議中継システム」か
ら生中継及び録画映像を見ることがで
きます。
　そのほか、本会議・委員会の日程の
お知らせや市議会議員の紹介、議会の
流れや議会用語等の解説、さらに「会
議録検索システム」でこれまでの本会
議や委員会の会議録を見ることができ
ますので、どうぞご利用ください。

本会議・委員会映像、公開中です!

●鎌倉市議会ホームページはこちら！
　　http://www.city.kamakura.kanagawa.jp/gikai/index.htmｌ　　または、 検索鎌倉市議会

クリック！

　
緊
急
に
議
会
の
議
決
を
必
要
と

す
る
案
件
が
生
じ
た
た
め
、
十
一

月
二
十
五
日
に
十
一
月
臨
時
会
が

開
か
れ
、
鎌
倉
市
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
議
案

ほ
か
二
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
総
員

の
賛
成
に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
議
案
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
条
例
の
一
部
改
正
議
案
】

◎
鎌
倉
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例

　

今
年
度
の
人
事
院
勧
告
の
内
容

を
踏
ま
え
、
本
市
職
員
の
給
与
に

つ
い
て
、
給
料
月
額
、
期
末
手
当

及
び
勤
勉
手
当
の
額
の
引
き
下
げ

改
定
を
行
う
と
と
も
に
、
五
十
五

歳
を
超
え
る
職
員
に
対
す
る
給
料

月
額
の
支
給
に
当
た
り
、
当
分
の

間
、
そ
の
一
定
割
合
を
減
ず
る
措

置
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◎
鎌
倉
市
常
勤
特
別
職
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例

◎
鎌
倉
市
教
育
長
の
給
与
、
勤
務

時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す

る
条
例

　

平
成
二
十
二
年
度
の
給
与
改
定

に
お
い
て
、
職
員
の
期
末
勤
勉
手

当
の
支
給
割
合
を
引
き
下
げ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
常
勤
特
別
職
職
員

及
び
教
育
長
の
期
末
手
当
の
支
給

割
合
を
職
員
に
合
わ
せ
て
、
年
間

三
・
九
五
月
に
引
き
下
げ
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
条
例
附
則
で
定
め
て
い

る
、
当
分
の
間
、
本
則
に
定
め
る

期
末
手
当
の
支
給
割
合
に
か
か
わ

ら
ず
、
年
間
の
支
給
割
合
を
三
・

一
月
と
す
る
特
例
の
支
給
割
合
に

つ
い
て
は
、
据
え
置
く
こ
と
と
す

る
も
の
で
す
。

　
十
二
月
定
例
会
で
可
決
し
た
議

案
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

《
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
》

　

条
例
の
一
部
改
正
議
案
な
ど
が

提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
総
員
の
賛

成
に
よ
り
、
可
決
し
ま
し
た
。

◎
鎌
倉
市
子
ど
も
会
館
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
「
か
じ
わ
ら
子
ど
も
の
家
」
の

深
沢
小
学
校
へ
の
移
転
に
伴
い
、

「
深
沢
第
一
子
ど
も
会
館
」
の
名

称
を
「
深
沢
子
ど
も
会
館
」
に
、

「
深
沢
第
二
子
ど
も
会
館
」
の
名

称
を
「
富
士
塚
子
ど
も
会
館
」
に

改
め
る
も
の
で
す
。

◎
鎌
倉
市
子
ど
も
の
家
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
「
か
じ
わ
ら
子
ど
も
の
家
（
す

ず
め
）」
の
名
称
を
「
ふ
か
さ
わ

子
ど
も
の
家
（
す
ず
め
）」
と
し
、

施
設
の
位
置
、
定
員
を
定
め
る
と

と
も
に
、「
ふ
か
さ
わ
子
ど
も
の

家
（
か
な
り
や
）」
の
名
称
を
「
ふ

じ
づ
か
子
ど
も
の
家
（
か
な
り

や
）」
に
改
め
る
も
の
で
す
。

◎
鎌
倉
市
公
共
下
水
道
事
業
受
益

者
分
担
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

市
街
化
調
整
区
域
の
下
水
道
整

備
に
お
け
る
受
益
者
の
分
担
金
を

賦
課
・
徴
収
す
る
た
め
、
本
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
分
担
金
の
一
平

方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
単
価
、
賦

課
区
域
の
決
定
か
ら
賦
課
・
徴
収

等
の
手
続
き
、
徴
収
猶
予
や
減
免

等
を
規
定
す
る
も
の
で
す
。

《
指
定
管
理
者
の
指
定
》

　

次
の
五
件
を
総
員
の
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。

○�

鎌
倉
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

（
鎌
倉
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、

大
船
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
）
の

指
定
管
理
者
を
特
定
非
営
利
活

動
法
人
鎌
倉
市
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
運
営
会
議
に
指
定

○�

鎌
倉
市
勤
労
福
祉
会
館（
レ
イ・

ウ
ェ
ル
鎌
倉
）
の
指
定
管
理
者

を
レ
イ
・
ウ
ェ
ル
鎌
倉
管
理
運

営
共
同
事
業
体
に
指
定

○�

腰
越
漁
港
の
指
定
管
理
者
を
腰

越
漁
業
協
同
組
合
に
指
定

○�

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
老
人

い
こ
い
の
家
（
名
越
や
す
ら
ぎ

セ
ン
タ
ー
、
教
養
セ
ン
タ
ー
、

今
泉
さ
わ
や
か
セ
ン
タ
ー
、
玉

縄
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
、
こ
ゆ

る
ぎ
荘
）
の
指
定
管
理
者
を
社

会
福
祉
法
人
鎌
倉
市
社
会
福
祉

協
議
会
に
指
定

○�

鎌
倉
市
知
的
障
害
者
援
護
施
設

（
鎌
倉
は
ま
な
み
）の
指
定
管
理

者
を
社
会
福
祉
法
人
清
和
会
に

指
定

　

次
の
一
件
を
多
数
の
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。

○�
鎌
倉
市
営
住
宅
等
の
指
定
管
理

者
を
社
団
法
人
神
奈
川
県
土
地

建
物
保
全
協
会
に
指
定

　

指
定
期
間
は
、
六
件
と
も
平
成

二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二

十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
五

年
間
で
す
。

《
不
動
産
の
取
得
》

　

不
動
産
の
取
得
議
案
三
件
が
提

出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ

も
多
数
の
賛
成
に
よ
り
可
決
し
ま

し
た
。

○
鎌
倉
広
町
緑
地
用
地

　

土
地
の
所
在
は
、
鎌
倉
市
腰
越

字
室
ヶ
谷
八
百
十
一
番
ほ
か
十
筆

で
、地
目
は
原
野
、畑
及
び
山
林
、

面
積
は
二
万
三
十
四
平
方
メ
ー
ト

ル
、
取
得
価
格
は
六
億
千
五
百
二

十
四
万
四
千
百
四
十
円
で
す
。

○
鎌
倉
中
央
公
園
拡
大
区
域
（
台

峯
）
用
地

　

土
地
の
所
在
は
、
鎌
倉
市
山
崎

字
台
峯
二
千
六
百
三
番
ほ
か
四
十

八
筆
で
、
地
目
は
山
林
、
畑
及
び

田
、
面
積
は
二
万
五
千
六
百
九
十

九
平
方
メ
ー
ト
ル
、
取
得
価
格
は

五
億
八
千
七
十
九
万
七
千
四
百
円

で
す
。

○（
仮
称
）山
ノ
内
西
瓜
ヶ
谷
緑
地

用
地

　

土
地
の
所
在
は
、
鎌
倉
市
山
ノ

内
字
西
瓜
ヶ
谷
千
百
四
十
番
一
の

一
部
ほ
か
三
筆
で
、
地
目
は
山
林

及
び
畑
、面
積
は
二
千
八
百
四
十
四

平
方
メ
ー
ト
ル
、
取
得
価
格
は
九

千
九
百
五
十
万
三
千
五
百
円
で
す
。

《
補
正
予
算
》

　

今
定
例
会
で
は
、
補
正
予
算
議

案
三
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結

果
、一
般
会
計
は
多
数
の
賛
成
で
、

下
水
道
事
業
特
別
会
計
及
び
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
は
総
員

の
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計
（
第
四
号
）

　

歳
入
歳
出
い
ず
れ
も
七
億
五
千

七
百
三
十
万
円
を
追
加
す
る
も
の

で
、
補
正
後
の
総
額
は
五
百
八
十

八
億
三
千
四
百
七
十
万
円
と
な
り

ま
す
。

総�

務
費
…
鎌
倉
芸
術
館
施
設
利
用

等
減
免
負
担
金
、
市
税
等
過
誤

納
還
付
金
及
び
生
活
保
護
費
国

庫
負
担
金
等
の
返
還
金
の
追
加

民�

生
費
…
障
害
者
自
立
支
援
法
に

基
づ
く
通
所
サ
ー
ビ
ス
等
に
係

る
経
費
、
だ
い
い
ち
子
ど
も
会

館
・
子
ど
も
の
家
の
地
質
調
査

等
に
係
る
経
費
及
び
小
児
医
療

費
助
成
事
業
に
係
る
経
費
な
ど

の
追
加

衛�

生
費
…
日
本
脳
炎
予
防
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
に
係
る
経
費
な
ど
の

追
加

商�

工
費
…
信
用
保
証
料
の
助
成
に

係
る
経
費
な
ど
の
追
加

土�

木
費
…
小
町
通
り
電
線
類
地
中

化
事
業
に
伴
う
支
障
物
件
移
設

補
償
に
係
る
経
費
、
深
沢
地
域

国
鉄
跡
地
周
辺
に
お
け
る
区
画

整
理
事
業
推
進
の
た
め
の
測
量

等
に
要
す
る
経
費
及
び
鎌
倉
風

致
保
存
会
へ
の
寄
附
金
等
の
経

費
の
追
加

教�

育
費
…
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補

助
及
び
来
年
度
小
学
校
で
使
用

す
る
教
科
書
が
改
訂
さ
れ
る
こ

と
に
伴
う
教
員
用
教
科
指
導
書

等
の
購
入
に
係
る
経
費
な
ど
の

追
加

歳�

入
…
国
庫
支
出
金
、県
支
出
金
、

寄
附
金
、
繰
入
金
、
前
年
度
繰

越
金
及
び
市
債
の
追
加

　

な
お
、
こ
の
ほ
か
に
子
ど
も
会

館
・
子
ど
も
の
家
整
備
事
業
及
び

深
沢
地
区
事
業
化
推
進
検
討
事
業

に
係
る
繰
越
明
許
費
の
追
加
並
び

に
鎌
倉
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ほ

か
六
件
の
管
理
運
営
事
業
費
及
び

学
校
給
食
調
理
委
託
事
業
費
に
係

る
債
務
負
担
行
為
の
追
加
の
ほ

か
、
地
方
債
に
お
い
て
も
所
要
の

補
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計（
第
一
号
）

　

鎌
倉
処
理
区
汚
水
管
渠
等
修
繕

事
業
に
つ
い
て
翌
年
度
へ
繰
越
明

許
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

（
第
二
号
）

　

歳
入
歳
出
い
ず
れ
も
一
千
百
四

十
万
円
を
追
加
す
る
も
の
で
、
補

正
後
の
総
額
は
百
七
十
五
億
三
千

六
百
二
十
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

固
定
資
産 

　
　

評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

市
長
か
ら
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
総
員
の
賛

成
に
よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
二
十
三
年
二
月

七
日
か
ら
三
年
間
で
す
。

牧
浦　

義
孝
氏
（
玉
縄
在
住
）

横
松　

佐
智
子
氏
（
長
谷
在
住
）

山
口　

吉
一
氏
（
常
盤
在
住
）

議決された
主な議案
議決された
主な議案

1 1
月
臨
時
会
開
催

　
今
定
例
会
前
の
十
一
月
二
十
五

日
に
議
会
全
員
協
議
会
を
開
催

し
、市
長
か
ら
山
崎
浄
化
セ
ン
タ
ー

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
施

設
の
整
備
に
か
わ
る
代
替
案
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
、
質
疑
応
答
が

あ
り
ま
し
た
。報
告
の
概
要
は
以
下

の
と
お
り
で
す
。

　

生
ご
み
を
メ
タ
ン
発
酵
さ
せ
る

山
崎
浄
化
セ
ン
タ
ー
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
施
設
の
整
備
を

見
直
す
と
し
て
き
た
が
、
新
た
な

施
設
を
建
設
せ
ず
、
市
民
や
事
業

者
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

ご
み
焼
却
量
を
削
減
す
る
方
策
を

ま
と
め
た
。

　

こ
の
方
策
に
よ
れ
ば
、
施
設
を

建
設
す
る
よ
り
費
用
が
廉
価
で
、

環
境
負
荷
が
少
な
く
な
る
が
、
こ

の
方
策
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

本
市
の
ご
み
処
理
の
状
況
に
つ
い

て
、
市
民
や
事
業
者
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
い
、
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

続
い
て
、
四
つ
の
ご
み
焼
却
量

削
減
策
が
示
さ
れ
た
。

「
家
庭・地
域
に
対
す
る
働
き
か
け
」

　

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
の
さ
ら

な
る
普
及
促
進
な
ど
。

「
事
業
所
・
商
店
街
に
対
す
る
働

き
か
け
」

　

資
源
物
分
別
の
徹
底
に
よ
る
焼

却
量
の
削
減
な
ど
。

「
そ
の
他
の
ご
み
の
減
量
化
・
資

源
化
の
方
策
」

　

リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ

サ
イ
ク
ル
を
引
き
続
き
推
進
。

「
制
度
と
し
て
の
ご
み
の
減
量
化

誘
導
方
策
の
実
施
」

　

家
庭
の
燃
や
す
ご
み
の
戸
別
収

集
、
有
料
化
。
事
業
系
ご
み
処
理

手
数
料
の
改
定
。（
仮
称
）「
鎌
倉

の
ご
み
未
来
を
考
え
行
動
す
る
市

民
会
議
」
の
創
設
。

山
崎
浄
化
セ
ン
タ
ー
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
施
設
の
整
備
に

か
わ
る
代
替
案
に
つ
い
て

全
員
協
議
会

編
集
後
記


